
（ 傍 線 部 分 は 改 正 部 分 ）

改 正 後 改 正 前

第１ 食品 第１ 食品

Ａ 食品一般の成分規格 Ａ 食品一般の成分規格

１ 食品は、抗生物質又は化学的合成品（化学的手段により元 １ 食品は、抗生物質又は化学的合成品（化学的手段により元

素又は化合物に分解反応以外の化学的反応を起こさせて得ら 素又は化合物に分解反応以外の化学的反応を起こさせて得ら

れた物質をいう。以下同じ。）たる抗菌性物質及び放射性物 れた物質をいう。以下同じ。）たる抗菌性物質及び放射性物

質を含有してはならない。ただし、抗生物質及び化学的合成 質を含有してはならない。ただし、抗生物質及び化学的合成

品たる抗菌性物質について、次のいずれかに該当する場合に 品たる抗菌性物質について、次のいずれかに該当する場合に

あっては、この限りでない。 あっては、この限りでない。

⑴ 当該物質が、食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号。以 ⑴ 当該物質が、食品衛生法（昭和 22 年法律第 233 号。以

下「法」という。）第 12 条の規定により人の健康を損な 下「法」という。）第 12 条の規定により人の健康を損な

うおそれのない場合として内閣総理大臣が定める添加物と うおそれのない場合として厚生労働大臣が定める添加物と

同一である場合 同一である場合

⑵・⑶ （略） ⑵・⑶ （略）

２ 食品が組換えＤＮＡ技術（酵素等を用いた切断及び再結合 ２ 食品が組換えＤＮＡ技術（酵素等を用いた切断及び再結合

の操作によって、ＤＮＡをつなぎ合わせた組換えＤＮＡ分子 の操作によつて，ＤＮＡをつなぎ合わせた組換えＤＮＡ分子

を作製し、それを生細胞に移入し、かつ、増殖させる技術（ を作製し，それを生細胞に移入し，かつ，増殖させる技術（

最終的に宿主（組換えＤＮＡ技術において、ＤＮＡが移入さ 最終的に宿主（組換えＤＮＡ技術において，ＤＮＡが移入さ

れる生細胞をいう。以下同じ。）に導入されたＤＮＡが、当 れる生細胞をいう。以下同じ。）に導入されたＤＮＡが，当

該宿主と分類学上同一の種に属する微生物のＤＮＡのみであ 該宿主と分類学上同一の種に属する微生物のＤＮＡのみであ

ること又は組換え体（組換えＤＮＡを含む宿主をいう。）が ること又は組換え体（組換えＤＮＡを含む宿主をいう。）が

自然界に存在する微生物と同等の遺伝子構成であることが明 自然界に存在する微生物と同等の遺伝子構成であることが明

らかであるものを作製する技術を除く。）をいう。以下同じ らかであるものを作製する技術を除く。）をいう。以下同じ

。）によって得られた生物の全部若しくは一部であり、又は 。）によつて得られた生物の全部若しくは一部であり，又は

当該生物の全部若しくは一部を含む場合は、当該生物は、内 当該生物の全部若しくは一部を含む場合は，当該生物は，厚

閣総理大臣が定める安全性審査の手続を経た旨の公表がなさ 生労働大臣が定める安全性審査の手続を経た旨の公表がなさ

れたものでなければならない。 れたものでなければならない。

３ 食品が組換えＤＮＡ技術によって得られた微生物を利用し ３ 食品が組換えＤＮＡ技術によつて得られた微生物を利用し



て製造された物であり、又は当該物を含む場合は、当該物は て製造された物であり，又は当該物を含む場合は，当該物は

、内閣総理大臣が定める安全性審査の手続を経た旨の公表が ，厚生労働大臣が定める安全性審査の手続を経た旨の公表が

なされたものでなければならない。 なされたものでなければならない。

４～７ （略） ４～７ （略）

８ ５から７までにおいて成分規格が定められていない場合で ８ ５から７までにおいて成分規格が定められていない場合で

あって、農薬等の成分である物質（法第 13 条第３項の規定 あって、農薬等の成分である物質（法第 13 条第３項の規定

により人の健康を損なうおそれのないことが明らかであるも により人の健康を損なうおそれのないことが明らかであるも

のとして内閣総理大臣が定める物質を除く。）が自然に食品 のとして厚生労働大臣が定める物質を除く。）が自然に食品

に含まれる物質と同一であるとき、当該食品において当該物 に含まれる物質と同一であるとき、当該食品において当該物

質が含まれる量は、当該食品に当該物質が通常含まれる量を 質が含まれる量は、当該食品に当該物質が通常含まれる量を

超えてはならない。ただし、通常含まれる量をもって人の健 超えてはならない。ただし、通常含まれる量をもって人の健

康を損なうおそれのある物質を含む食品については、この限 康を損なうおそれのある物質を含む食品については、この限

りでない。 りでない。

９・10 （略） ９・10 （略）

11 ６又は９に定めるもののほか、５から９までにおいて成分 11 ６又は９に定めるもののほか、５から９までにおいて成分

規格が定められていない食品を原材料として製造され、又は 規格が定められていない食品を原材料として製造され、又は

加工される食品については、当該製造され、又は加工される 加工される食品については、当該製造され、又は加工される

食品の原材料たる食品が、法第 13 条第３項の規定により人 食品の原材料たる食品が、法第 13 条第３項の規定により人

の健康を損なうおそれのない量として内閣総理大臣が定める の健康を損なうおそれのない量として厚生労働大臣が定める

量を超えて、農薬等の成分である物質（同項の規定により人 量を超えて、農薬等の成分である物質（同項の規定により人

の健康を損なうおそれのないことが明らかであるものとして の健康を損なうおそれのないことが明らかであるものとして

内閣総理大臣が定める物質を除く。）を含有するものであっ 厚生労働大臣が定める物質を除く。）を含有するものであっ

てはならない。 てはならない。

12 セシウム（放射性物質のうち、セシウム 134 及びセシウム 12 セシウム（放射性物質のうち，セシウム 134 及びセシウム

137 をいう。）は、次の表の第１欄に掲げる食品の区分に応 137 をいう。）は，次の表の第１欄に掲げる食品の区分に応

じ、それぞれ同表の第２欄に定める濃度を超えて食品に含有 じ，それぞれ同表の第２欄に定める濃度を超えて食品に含有

されるものであってはならない。 されるものであつてはならない。

第１欄 第２欄 第１欄 第２欄

（略） （略）

乳児の飲食に供することを 50Bq ／ kg 乳児の飲食に供することを 50Bq ／ kg

目的として販売する食品（ 目的として販売する食品（



乳及び乳製品の成分規格等 乳及び乳製品の成分規格等

に関する命令（昭和 26 年 に関する省令（昭和 26 年

厚生省令第 52 号）第２条 厚生省令第 52 号）第２条

第１項に規定する乳及び同 第１項に規定する乳及び同

条第 13 項に規定する乳製 条第 12 項に規定する乳製

品並びにこれらを主要原料 品並びにこれらを主要原料

とする食品（以下この表に とする食品（以下この表に

おいて「乳等」という。） おいて「乳等」という。）

であって、乳児の飲食に供 であつて，乳児の飲食に供

することを目的として販売 することを目的として販売

するものを除く。） するものを除く。）

（略） （略）

Ｂ 食品一般の製造、加工及び調理基準 Ｂ 食品一般の製造，加工及び調理基準

１～５ （略） １～５ （略）

６ 組換えＤＮＡ技術によって得られた微生物を利用して食品 ６ 組換えＤＮＡ技術によつて得られた微生物を利用して食品

を製造する場合は、内閣総理大臣が定める基準に適合する旨 を製造する場合は，厚生労働大臣が定める基準に適合する旨

の確認を得た方法で行わなければならない。 の確認を得た方法で行わなければならない。

７～９ （略） ７～９ （略）

10 指定成分等含有食品（食品衛生法第八条第一項に規定する 10 指定成分等含有食品（食品衛生法第八条第一項に規定する

指定成分等含有食品をいう。）を製造し、又は加工する場合 指定成分等含有食品をいう。）を製造し、又は加工する場合

は、内閣総理大臣が定める基準に適合する方法で行わなけれ は、厚生労働大臣が定める基準に適合する方法で行わなけれ

ばならない。 ばならない。

Ｃ 食品一般の保存基準 Ｃ 食品一般の保存基準

１ （略） １ （略）

２ 食品を保存する場合には、抗生物質を使用してはならない ２ 食品を保存する場合には、抗生物質を使用してはならない

。ただし、法第 12 条の規定により人の健康を損なうおそれ 。ただし、法第 12 条の規定により人の健康を損なうおそれ

のない場合として内閣総理大臣が定める添加物については、 のない場合として厚生労働大臣が定める添加物については、

この限りでない。 この限りでない。

３ （略） ３ （略）

Ｄ 各条 Ｄ 各条

（略） （略）



○ 食肉製品 ○ 食肉製品

１ （略） １ （略）

２ 食肉製品の製造基準 ２ 食肉製品の製造基準

⑴ （略） ⑴ （略）

⑵ 個別基準 ⑵ 個別基準

１．～４．（略） １．～４．（略）

５．この目の⑵の１．、２．、３．及び４．に規定する ５．この目の⑵の１．，２．，３．及び４．に規定する

以外の方法により塩漬け、くん煙、乾燥又は殺菌を行 以外の方法により塩漬け，くん煙，乾燥又は殺菌を行

い食肉製品を製造しようとする場合並びにこの目の⑵ い食肉製品を製造しようとする場合並びにこの目の⑵

の１．、２．、３．及び４．に規定する以外の方法に の１．，２．，３．及び４．に規定する以外の方法に

より塩漬け、くん煙、乾燥又は殺菌を行った食肉製品 より塩漬け，くん煙，乾燥又は殺菌を行つた食肉製品

を輸入しようとする場合には、内閣総理大臣の承認を を輸入しようとする場合には，厚生労働大臣の承認を

受けなければならない。 受けなければならない。

⑶ （略） ⑶ （略）

３ （略） ３ （略）

（略） （略）

第二 添加物 第二 添加物

Ａ・Ｂ （略） Ａ・Ｂ （略）

Ｃ 試薬・試液等 Ｃ 試薬・試液等

（略） （略）

１．～３．（略） １．～３．（略）

４．標準品 ４．標準品

R400100 R400100

キシリトール標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 キシリトール標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。

R400200 R400200

食用赤色２号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 食用赤色２号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。

R400300 R400300

食用赤色３号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 食用赤色３号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標



準品を用いる。 準品を用いる。

R400400 R400400

食用赤色 40 号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する 食用赤色 40 号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する

標準品を用いる。 標準品を用いる。

R400500 R400500

食用赤色 102 号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する 食用赤色 102 号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する

標準品を用いる。 標準品を用いる。

R400600 R400600

食用赤色 104 号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する 食用赤色 104 号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する

標準品を用いる。 標準品を用いる。

R400700 R400700

食用赤色 105 号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する 食用赤色 105 号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する

標準品を用いる。 標準品を用いる。

R400800 R400800

食用赤色 106 号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する 食用赤色 106 号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する

標準品を用いる。 標準品を用いる。

R400900 R400900

食用黄色４号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 食用黄色４号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。

R401000 R401000

食用黄色５号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 食用黄色５号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。

R401100 R401100

食用緑色３号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 食用緑色３号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。

R401200 R401200

食用青色１号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 食用青色１号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。

R401300 R401300

食用青色２号標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 食用青色２号標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。



R401400 R401400

ナイシン標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標準品 ナイシン標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標準品

を用いる。 を用いる。

R401500 R401500

ナタマイシン標準品 内閣総理大臣の登録を受けた者が製造する標 ナタマイシン標準品 厚生労働大臣の登録を受けた者が製造する標

準品を用いる。 準品を用いる。

（略） （略）

５．～ 10．（略） ５．～ 10．（略）

Ｄ 成分規格・保存基準各条 Ｄ 成分規格・保存基準各条

成分規格・保存基準が定められている添加物は、当該成分規格・ 成分規格・保存基準が定められている添加物は、当該成分規格・

保存基準に適合しなければならない。 保存基準に適合しなければならない。

添加物が組換えＤＮＡ技術によって得られた生物を利用して製造 添加物が組換えＤＮＡ技術によって得られた生物を利用して製造

された物である場合には、当該物は、内閣総理大臣が定める安全性 された物である場合には、当該物は、厚生労働大臣が定める安全性

審査の手続を経た旨の公表がなされたものでなければならない。当 審査の手続を経た旨の公表がなされたものでなければならない。当

該安全性審査の手続を経た旨の公表がなされた酵素については、当 該安全性審査の手続を経た旨の公表がなされた酵素については、当

該酵素の定義の基原に係る規定を適用しない。 該酵素の定義の基原に係る規定を適用しない。

（略） （略）

Ｅ 製造基準 Ｅ 製造基準

添加物一般 添加物一般

１．・２．（略） １．・２．（略）

３．組換えＤＮＡ技術によって得られた微生物を利用して添加物を ３．組換えＤＮＡ技術によって得られた微生物を利用して添加物を

製造する場合には、内閣総理大臣が定める基準に適合する旨の確 製造する場合には、厚生労働大臣が定める基準に適合する旨の確

認を得た方法で行わなければならない。 認を得た方法で行わなければならない。

４．・５．（略） ４．・５．（略）

（略） （略）

Ｆ 使用基準 Ｆ 使用基準

添加物一般 添加物一般

１．（略） １．（略）

２．次の表の第１欄に掲げる添加物を含む第２欄に掲げる食品を、 ２．次の表の第１欄に掲げる添加物を含む第２欄に掲げる食品を、

第３欄に掲げる食品の製造又は加工の過程で使用する場合には、 第３欄に掲げる食品の製造又は加工の過程で使用する場合には、

それぞれ第１欄に掲げる添加物を第 3 欄に掲げる食品に使用する それぞれ第１欄に掲げる添加物を第 3 欄に掲げる食品に使用する



ものとみなす。 ものとみなす。

第１欄 第２欄 第３欄 第１欄 第２欄 第３欄

（略） （略）

全ての添加物 全ての食品 乳及び乳製品の成 全ての添加物 全ての食品 乳及び乳製品の成

分規格等に関する 分規格等に関する

命令第２条に規定 省令第２条に規定

する乳及び乳製品 する乳及び乳製品

（アイスクリーム （アイスクリーム

類を除く。） 類を除く。）

（略） （略）

亜セレン酸ナトリウム 亜セレン酸ナトリウム

亜セレン酸ナトリウムは、調製粉乳、調製液状乳及び母乳代替食 亜セレン酸ナトリウムは、調製粉乳、調製液状乳及び母乳代替食

品（乳及び乳製品の成分規格等に関する命令別表の二 乳等の成分 品（乳及び乳製品の成分規格等に関する省令別表の二 乳等の成分

規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部㈤ 乳等の成分又 規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部㈤ 乳等の成分又

は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格又は基準の款⑸の は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格又は基準の款⑹の

規定による内閣総理大臣の承認を受けたものを除く。以下この目に 規定による厚生労働大臣の承認を受けたものを除く。以下この目に

おいて同じ。）以外の食品に使用してはならない。 おいて同じ。）以外の食品に使用してはならない。

亜セレン酸ナトリウムを母乳代替食品に使用する場合には、その 亜セレン酸ナトリウムを母乳代替食品に使用する場合には、その

100kcal につき、セレンとして 5.5µg を超える量を含有しないよう 100kcal につき、セレンとして 5.5µg を超える量を含有しないよう

に使用しなければならない。 に使用しなければならない。

（略） （略）

グルコン酸亜鉛 グルコン酸亜鉛

グルコン酸亜鉛は、母乳代替食品並びに健康増進法に規定する特 グルコン酸亜鉛は、母乳代替食品並びに健康増進法に規定する特

別用途表示の許可等に関する内閣府令（平成 21 年内閣府令第 57 号 別用途表示の許可等に関する内閣府令（平成 21 年内閣府令第 57 号

）第２条第１項第５号に規定する特定保健用食品（以下「特定保健 ）第２条第１項第５号に規定する特定保健用食品（以下「特定保健

用食品」という。）、特別用途表示の許可又は承認を受けた食品（ 用食品」という。）、特別用途表示の許可又は承認を受けた食品（

病者用のものに限る。）及び栄養機能食品以外の食品に使用しては 病者用のものに限る。）及び栄養機能食品以外の食品に使用しては

ならない。 ならない。

グルコン酸亜鉛は、乳及び乳製品の成分規格等に関する命令別表 グルコン酸亜鉛は、乳及び乳製品の成分規格等に関する省令別表

の二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部 の二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部

㈤ 乳等の成分又は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格 ㈤ 乳等の成分又は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格



又は基準の款⑸の規定による内閣総理大臣の承認を受けて使用する 又は基準の款⑹の規定による厚生労働大臣の承認を受けて使用する

場合を除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳したとき、その１ 場合を除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳したとき、その１

Ｌにつき、亜鉛として 6.0mg を超える量を含有しないように使用し Ｌにつき、亜鉛として 6.0mg を超える量を含有しないように使用し

なければならない。 なければならない。

グルコン酸亜鉛は、特定保健用食品又は栄養機能食品に使用する グルコン酸亜鉛は、特定保健用食品又は栄養機能食品に使用する

とき、当該食品の１日当たりの摂取目安量に含まれる亜鉛の量が とき、当該食品の１日当たりの摂取目安量に含まれる亜鉛の量が

15mg を超えないようにしなければならない。 15mg を超えないようにしなければならない。

（略） （略）

グルコン酸銅 グルコン酸銅

グルコン酸銅は、母乳代替食品並びに特定保健用食品及び栄養機 グルコン酸銅は、母乳代替食品並びに特定保健用食品及び栄養機

能食品以外の食品に使用してはならない。 能食品以外の食品に使用してはならない。

グルコン酸銅は、乳及び乳製品の成分規格等に関する命令別表の グルコン酸銅は、乳及び乳製品の成分規格等に関する省令別表の

二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部㈤ 二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部㈤

乳等の成分又は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格又 乳等の成分又は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格又

は基準の款⑸の規定による内閣総理大臣の承認を受けて使用する場 は基準の款⑹の規定による厚生労働大臣の承認を受けて使用する場

合を除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳したとき、その１Ｌ 合を除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳したとき、その１Ｌ

につき、銅として 0.60mg を超える量を含有しないように使用しな につき、銅として 0.60mg を超える量を含有しないように使用しな

ければならない。 ければならない。

グルコン酸銅は、特定保健用食品又は栄養機能食品に使用すると グルコン酸銅は、特定保健用食品又は栄養機能食品に使用すると

き、当該食品の１日当たりの摂取目安量に含まれる銅の量が５ mg き、当該食品の１日当たりの摂取目安量に含まれる銅の量が５ mg

を超えないようにしなければならない。 を超えないようにしなければならない。

（略） （略）

ビオチン ビオチン

ビオチンは、調製粉乳、調製液状乳及び母乳代替食品（乳及び乳 ビオチンは、調製粉乳、調製液状乳及び母乳代替食品（乳及び乳

製品の成分規格等に関する命令別表の二 乳等の成分規格並びに製 製品の成分規格等に関する省令別表の二 乳等の成分規格並びに製

造、調理及び保存の方法の基準の部㈤ 乳等の成分又は製造若しく 造、調理及び保存の方法の基準の部㈤ 乳等の成分又は製造若しく

は保存の方法に関するその他の規格又は基準の款⑸の規定による内 は保存の方法に関するその他の規格又は基準の款⑹の規定による厚

閣総理大臣の承認を受けたものを除く。以下この目において同じ。 生労働大臣の承認を受けたものを除く。以下この目において同じ。

）並びに特定保健用食品及び栄養機能食品以外の食品に使用しては ）並びに特定保健用食品及び栄養機能食品以外の食品に使用しては

ならない。 ならない。

ビオチンを母乳代替食品に使用する場合には、その 100kcal につ ビオチンを母乳代替食品に使用する場合には、その 100kcal につ



き、ビオチンとして 10µg を超える量を含有しないように使用しな き、ビオチンとして 10µg を超える量を含有しないように使用しな

ければならない。 ければならない。

（略） （略）

硫酸亜鉛 硫酸亜鉛

硫酸亜鉛は、酒税法（昭和 28 年法律第６号）第３条第３号に規 硫酸亜鉛は、酒税法（昭和 28 年法律第６号）第３条第３号に規

定する発泡性酒類（以下単に「発泡性酒類」という。）及び母乳代 定する発泡性酒類（以下単に「発泡性酒類」という。）及び母乳代

替食品以外の食品に使用してはならない。 替食品以外の食品に使用してはならない。

硫酸亜鉛の使用量は、亜鉛として、発泡性酒類にあってはその１ 硫酸亜鉛の使用量は、亜鉛として、発泡性酒類にあってはその１

kg につき 0.0010g 以下でなければならない。 kg につき 0.0010g 以下でなければならない。

硫酸亜鉛は、乳及び乳製品の成分規格等に関する命令別表の二 硫酸亜鉛は、乳及び乳製品の成分規格等に関する省令別表の二

乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部㈤ 乳 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存の方法の基準の部㈤ 乳

等の成分又は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格又は基 等の成分又は製造若しくは保存の方法に関するその他の規格又は基

準の款⑸の規定による内閣総理大臣の承認を受けて使用する場合を 準の款⑹の規定による厚生労働大臣の承認を受けて使用する場合を

除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳したとき、その１Ｌにつ 除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳したとき、その１Ｌにつ

き、亜鉛として 6.0mg を超える量を含有しないように使用しなけれ き、亜鉛として 6.0mg を超える量を含有しないように使用しなけれ

ばならない。 ばならない。

（略） （略）

硫酸銅 硫酸銅

硫酸銅は、ぶどう酒及び母乳代替食品以外の食品に使用してはな 硫酸銅は、ぶどう酒及び母乳代替食品以外の食品に使用してはな

らない。 らない。

硫酸銅の使用量は、硫酸銅（Ⅱ）五水和物として、ぶどう酒にあ 硫酸銅の使用量は、硫酸銅（Ⅱ）五水和物として、ぶどう酒にあ

ってはその１Ｌにつき 10mg 以下でなければならない。また、硫酸 ってはその１Ｌにつき 10mg 以下でなければならない。また、硫酸

銅は、銅として、ぶどう酒にあってはその１Ｌにつき２ mg を超え 銅は、銅として、ぶどう酒にあってはその１Ｌにつき２ mg を超え

て残存しないように使用しなければならない。 て残存しないように使用しなければならない。

硫酸銅は、母乳代替食品にあっては、乳及び乳製品の成分規格等 硫酸銅は、母乳代替食品にあっては、乳及び乳製品の成分規格等

に関する命令別表の二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存 に関する省令別表の二 乳等の成分規格並びに製造、調理及び保存

の方法の基準の部㈤ 乳等の成分又は製造若しくは保存の方法に関 の方法の基準の部㈤ 乳等の成分又は製造若しくは保存の方法に関

するその他の規格又は基準の款⑸の規定による内閣総理大臣の承認 するその他の規格又は基準の款⑹の規定による厚生労働大臣の承認

を受けて使用する場合を除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳 を受けて使用する場合を除き、母乳代替食品を標準調乳濃度に調乳

したとき、その１Ｌにつき、銅として、0.60mg を超える量を含有 したとき、その１Ｌにつき、銅として、0.60mg を超える量を含有

しないように使用しなければならない。 しないように使用しなければならない。



（略） （略）
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当
該
物
を
含
む
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
生
物
の
品
種
ご
と
又
は
当
該
食
品
若

し
く
は
添
加
物
の
品
目
ご
と
に
そ
の
安
全
性
の
審
査
を
行
う
。

し
く
は
添
加
物
の
品
目
ご
と
に
そ
の
安
全
性
の
審
査
を
行
う
。

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

６

前
項
の
規
定
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
応
用
し
た
添
加
物
の
う
ち
、
次

６

前
項
の
規
定
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
応
用
し
た
添
加
物
の
う
ち
、
次

に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
旨
の
届
出
書
が
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も

に
掲
げ
る
要
件
を
満
た
す
旨
の
届
出
書
が
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
も

の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

の
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

比
較
審
査
済
み
添
加
物
又
は
比
較
審
査
済
み
添
加
物
に
つ
い
て
第
一
項

四

比
較
審
査
済
み
添
加
物
又
は
比
較
審
査
済
み
添
加
物
に
つ
い
て
第
一
項

の
審
査
に
お
い
て
食
品
安
全
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
際
（
以
下
「
食
品

の
審
査
に
お
い
て
食
品
安
全
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
た
際
（
以
下
「
食
品

安
全
委
員
会
評
価
時
」
と
い
う
。
）
に
比
較
の
対
象
と
さ
れ
た
添
加
物
と

安
全
委
員
会
評
価
時
」
と
い
う
。
）
に
比
較
の
対
象
と
さ
れ
た
添
加
物
と

比
較
し
、
有
効
成
分
の
含
量
が
同
等
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
有
効
成
分
以

比
較
し
、
有
効
成
分
の
含
量
が
同
等
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
有
効
成
分
以

外
の
成
分
（
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
。
以

外
の
成
分
（
食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
。
以

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お

下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お

そ
れ
の
な
い
添
加
物
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
た
も
の
又
は
既
存
添

そ
れ
の
な
い
添
加
物
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
た
も
の
又
は
既
存
添

加
物
名
簿
（
平
成
八
年
厚
生
省
告
示
第
百
二
十
号
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る

加
物
名
簿
（
平
成
八
年
厚
生
省
告
示
第
百
二
十
号
）
に
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
っ
て
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
基
準
の
な

も
の
で
あ
っ
て
、
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
使
用
基
準
の
な

い
非
タ
ン
パ
ク
質
性
の
も
の
を
除
く
。
以
下
「
非
有
効
成
分
」
と
い
う
。

い
非
タ
ン
パ
ク
質
性
の
も
の
を
除
く
。
以
下
「
非
有
効
成
分
」
と
い
う
。

）
の
う
ち
、
比
較
審
査
済
み
添
加
物
に
つ
い
て
食
品
安
全
委
員
会
評
価
時

）
の
う
ち
、
比
較
審
査
済
み
添
加
物
に
つ
い
て
食
品
安
全
委
員
会
評
価
時

に
当
該
添
加
物
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
（
以
下
「

に
当
該
添
加
物
中
に
存
在
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
も
の
（
以
下
「

確
認
済
み
非
有
効
成
分
」
と
い
う
。
）
の
含
量
が
同
等
以
下
で
あ
る
こ
と

確
認
済
み
非
有
効
成
分
」
と
い
う
。
）
の
含
量
が
同
等
以
下
で
あ
る
こ
と



及
び
確
認
済
み
非
有
効
成
分
以
外
の
非
有
効
成
分
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と

及
び
確
認
済
み
非
有
効
成
分
以
外
の
非
有
効
成
分
が
生
じ
て
い
な
い
こ
と

。

。

（
再
評
価
）

（
再
評
価
）

第
四
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
安
全
性
の
審
査

第
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
安
全
性
の
審
査

を
経
た
旨
を
公
表
し
た
食
品
又
は
添
加
物
及
び
同
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の

を
経
た
旨
を
公
表
し
た
食
品
又
は
添
加
物
及
び
同
条
第
五
項
又
は
第
六
項
の

規
定
に
よ
り
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
応
用
し
た
食
品
又
は
添
加
物
に
該
当
し

規
定
に
よ
り
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
を
応
用
し
た
食
品
又
は
添
加
物
に
該
当
し

な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
た
食
品
又
は
添
加
物
に
つ
い
て
、
新
た
な
科
学
的
知

な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
た
食
品
又
は
添
加
物
に
つ
い
て
、
新
た
な
科
学
的
知

見
が
生
じ
た
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
食
品
安
全
委
員

見
が
生
じ
た
と
き
そ
の
他
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
食
品
安
全
委
員

会
の
意
見
を
聴
い
て
再
評
価
を
行
い
、
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る

会
の
意
見
を
聴
い
て
再
評
価
を
行
い
、
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。



別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式 

年  月  日 

内 閣 総 理 大 臣 殿 

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名） 

「組換えＤＮＡ技術応用食品及び添加物の安全性審査の手続」（平成 12 年厚生省告示第 233

号）に基づき、別添の 

組換えＤＮＡ技術応用食品 

組換えＤＮＡ技術応用添加物 

の安全性審査をされるよう申請します。 

（注） 

１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 字は墨、インク等を用い、楷書ではっきり書くこと。 



（
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
製
造
基
準
の
一
部
改
正
）

第
五
条

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
及
び
添
加
物
の
製
造
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
二
百
三
十
四
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
製
造
所
の
基
準
適
合
確
認
）

（
製
造
所
の
基
準
適
合
確
認
）

第
四
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
微
生

第
四
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
微
生

物
を
利
用
し
て
食
品
又
は
添
加
物
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
申
請
が
あ

物
を
利
用
し
て
食
品
又
は
添
加
物
を
製
造
し
よ
う
と
す
る
者
か
ら
申
請
が
あ

っ
た
と
き
は
、
食
品
衛
生
基
準
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
製
造
所
ご
と
に

っ
た
と
き
は
、
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
製
造
所
ご
と

、
当
該
製
造
所
が
前
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
旨
の
確
認
を
行
う
。

に
、
当
該
製
造
所
が
前
条
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
す
る
旨
の
確
認
を
行
う

。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
報
告
）

（
報
告
）

第
五
条

製
造
業
者
は
、
組
換
え
体
に
係
る
製
造
実
施
状
況
を
、
製
造
所
ご
と

第
五
条

製
造
業
者
は
、
組
換
え
体
に
係
る
製
造
実
施
状
況
を
、
製
造
所
ご
と

に
、
製
造
開
始
時
及
び
終
了
時
並
び
に
毎
年
度
末
に
、
別
記
様
式
二
に
よ
り

に
、
製
造
開
始
時
及
び
終
了
時
並
び
に
毎
年
度
末
に
、
別
記
様
式
二
に
よ
り

、
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
変
更
及
び
製
造
廃
止
の
届
出
）

（
変
更
及
び
製
造
廃
止
の
届
出
）

第
六
条

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
を
受
け
た
製
造
業
者
は
、
次
の
各

第
六
条

第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
確
認
を
受
け
た
製
造
業
者
は
、
次
の
各

号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理

号
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
場
合
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

別
表

別
表

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

四

職
員
及
び
組
織
の
基
準

四

職
員
及
び
組
織
の
基
準

１

製
造
所
の
設
置
者
又
は
製
造
所
の
長

１

製
造
所
の
設
置
者
又
は
製
造
所
の
長

製
造
所
の
設
置
者
又
は
製
造
所
の
長
は
、
次
の
任
務
を
果
た
す
こ
と

製
造
所
の
設
置
者
又
は
製
造
所
の
長
は
、
次
の
任
務
を
果
た
す
こ
と

。

。

⑴
・
⑵

（
略
）

⑴
・
⑵

（
略
）

⑶

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
組

⑶

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
と
と
も
に
、
組



換
え
体
又
は
製
品
の
安
全
性
評
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
知
見
を
発
見
し

換
え
体
又
は
製
品
の
安
全
性
評
価
に
影
響
を
及
ぼ
す
知
見
を
発
見
し

た
場
合
に
、
速
や
か
に
内
閣
総
理
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
。

た
場
合
に
、
速
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
こ
と
。

⑷

（
略
）

⑷

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）



別
記
様
式
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式一 

年  月  日 

内 閣 総 理 大 臣 殿 

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地） 

氏名（法人にあっては、その名称及び代表者の氏名） 

「組換えＤＮＡ技術応用食品及び添加物の製造基準」（平成 12年厚生省告示第 234号）に基づ

き、別添の 

組換えＤＮＡ技術応用食品 

組換えＤＮＡ技術応用添加物 

の製造所の基準への適合確認をされるよう申請します。 

（注） 

１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 字は墨、インク等を用い、楷書ではっきり書くこと。 



別
記
様
式
二
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。



別記様式二 

組換えＤＮＡ技術応用食品及び添加物の製造実施状況 

年  月  日 

製

造

業

者 

所 在 地 （〒 ） 

名 称 （Tel ） 

代表者の職名及び氏名 

製

造

所 

所 在 地 （〒 ） 

名 称 （Tel ） 

製造品目名（一般的名称） 

製造管理者の職名及び氏名 

製造衛生責任者の職名及び氏名 

製造安全委員会委員長の職名及び氏名 

製造の概要 

製造開始時期 年  月  日 

製造安全委員会の開催状況 

製造するうえで支障が生じたことの有

無及び支障が生じた場合にあっては、

その状態とその時にとった処置 

その他 

（注）１ 用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。 

２ 字は墨、インク等を用い、楷書ではっきり書くこと。 

３ 記載欄に記載事項のすべてを記載できないときは、その欄に「別紙（ ）のとおり」

と記載し、別紙を添付すること。 

４ 前回の提出時以降変更があった部分には＊をつけること。 



（
無
利
子
貸
付
金
に
係
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一
部
改
正
）

第
六
条

無
利
子
貸
付
金
に
係
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
（
平
成
十
四
年
厚
生

労
働
省
告
示
第
百
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

表
中
「
水
道
施
設
整
備
事
業
資
金
貸
付
金
」
及
び
「
水
道
水
源
開
発
等
施
設
整
備
事
業
資
金
貸
付
金
」
を
削
る
。



（
清
掃
作
業
及
び
清
掃
用
機
械
器
具
の
維
持
管
理
の
方
法
等
に
係
る
基
準
の
一
部
改
正
）

第
七
条

清
掃
作
業
及
び
清
掃
用
機
械
器
具
の
維
持
管
理
の
方
法
等
に
係
る
基
準
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
十
七

号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
四

規
則
第
二
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る

第
四

規
則
第
二
十
七
条
第
四
号
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る

基
準
は
、
同
号
に
規
定
す
る
方
法
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す

基
準
は
、
同
号
に
規
定
す
る
方
法
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す

る
。

る
。

一

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
一
号
）

一

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
一
号
）

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
水
質
検
査
を
行
う
場
合
は
、
同
令

の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
水
質
検
査
を
行
う
場
合
は
、
同
令

に
規
定
す
る
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
。

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）



（
都
道
府
県
が
行
う
無
利
子
貸
付
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
務
の
一
部
改
正
）

第
八
条

都
道
府
県
が
行
う
無
利
子
貸
付
金
の
貸
付
け
に
関
す
る
事
務
（
平
成
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
四
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

表
中
（
項
）
改
革
推
進
公
共
投
資
水
道
施
設
整
備
事
業
資
金
貸
付
金
（
目
）
水
道
施
設
整
備
事
業
資
金
貸
付
金
（
都
府
県

に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
、
（
項
）
改
革
推
進
公
共
投
資
北
海
道
水
道
施
設
整
備
事
業
資
金
貸
付
金
（
目
）
水
道
施
設

整
備
事
業
資
金
貸
付
金
（
北
海
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
及
び
（
項
）
改
革
推
進
公
共
投
資
離
島
振
興
事
業
資
金
貸

付
金
（
目
）
水
道
施
設
整
備
事
業
資
金
貸
付
金
の
項
を
削
る
。



（
水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二

百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

方
法

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る
方
法
は
、

水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法

第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
第
二
号
か
ら
第
五
十
二
号
ま
で
に
掲
げ
る
事

は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
第
二
号
か
ら
第
五
十
二
号
ま
で
に
掲
げ

項
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

る
事
項
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る
。

一
～
五
十
二

（
略
）

一
～
五
十
二

（
略
）



（
簡
易
専
用
水
道
の
管
理
に
係
る
検
査
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
の
一
部
改
正
）

第
十
条

簡
易
専
用
水
道
の
管
理
に
係
る
検
査
の
方
法
そ
の
他
必
要
な
事
項
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
二

号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
七

検
査
後
の
措
置

第
七

検
査
後
の
措
置

一

検
査
者
は
、
検
査
終
了
後
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

検
査
者
は
、
検
査
終
了
後
、
次
に
掲
げ
る
措
置
を
行
う
も
の
と
す
る
。

１
・
２

（
略
）

１
・
２

（
略
）

３

検
査
の
結
果
、
水
の
供
給
に
つ
い
て
特
に
衛
生
上
問
題
が
あ
る
と
し

３

検
査
の
結
果
、
水
の
供
給
に
つ
い
て
特
に
衛
生
上
問
題
が
あ
る
と
し

て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
設
置
者
に

て
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
設
置
者
に

対
し
、
２
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
直
ち
に
当
該
簡
易
専
用
水
道
の
所

対
し
、
２
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
直
ち
に
当
該
簡
易
専
用
水
道
の
所

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市

在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
（
市
又
は
特
別
区
に
あ
っ
て
は
、
市

長
又
は
区
長
）
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
よ
う
助
言
を
行
う
こ
と
。
た
だ

長
又
は
区
長
）
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
よ
う
助
言
を
行
う
こ
と
。
た
だ

し
、
当
該
簡
易
専
用
水
道
が
国
の
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

し
、
当
該
簡
易
専
用
水
道
が
国
の
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ

て
は
、
国
土
交
通
大
臣
に
報
告
す
る
よ
う
助
言
を
行
う
こ
と
。

て
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
報
告
す
る
よ
う
助
言
を
行
う
こ
と
。

㈠
～
㈥

（
略
）

㈠
～
㈥

（
略
）

別
表
第
二

検
査
事
項
及
び
判
定
基
準
（
給
水
栓
に
お
け
る
水
質
の
検
査
）

別
表
第
二

検
査
事
項
及
び
判
定
基
準
（
給
水
栓
に
お
け
る
水
質
の
検
査
）

（
略
）

（
略
）

備
考

備
考

一
の
項
か
ら
六
の
項
に
係
る
検
査
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
給
水

一
の
項
か
ら
六
の
項
に
係
る
検
査
に
お
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
給
水

管
内
に
停
滞
し
て
い
た
水
が
新
し
い
水
に
入
れ
替
わ
る
ま
で
放
流
し
て

管
内
に
停
滞
し
て
い
た
水
が
新
し
い
水
に
入
れ
替
わ
る
ま
で
放
流
し
て

か
ら
採
水
す
る
こ
と
。

か
ら
採
水
す
る
こ
と
。

一
の
項
、
二
の
項
、
四
の
項
及
び
五
の
項
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
は

一
の
項
、
二
の
項
、
四
の
項
及
び
五
の
項
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
は

、
水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る
方

、
水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
令
第
百
一
号

法
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号
）
の
例
に
よ
る

）
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
方
法
（
平
成
十
五
年
厚

こ
と
。
な
お
、
異
常
を
認
め
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
給
水

生
労
働
省
告
示
第
二
百
六
十
一
号
）
の
例
に
よ
る
こ
と
。
な
お
、
異
常

栓
の
水
、
水
槽
の
水
及
び
当
該
簡
易
専
用
水
道
に
給
水
さ
れ
る
直
前
の

を
認
め
た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
給
水
栓
の
水
、
水
槽
の
水

水
道
水
に
つ
い
て
も
検
査
す
る
こ
と
。

及
び
当
該
簡
易
専
用
水
道
に
給
水
さ
れ
る
直
前
の
水
道
水
に
つ
い
て
も

検
査
す
る
こ
と
。

三
の
項
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
は
、
無
色
透
明
の
ガ
ラ
ス
製
容
器
（

三
の
項
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
は
、
無
色
透
明
の
ガ
ラ
ス
製
容
器
（

約
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
）
に
採
水
し
、
気
泡
等
が
上
昇
消
失
し
た

約
二
百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
入
り
）
に
採
水
し
、
気
泡
等
が
上
昇
消
失
し
た



後
、
肉
眼
で
黒
色
紙
、
白
色
紙
等
を
背
景
と
し
て
透
視
し
、
沈
積
物
及

後
、
肉
眼
で
黒
色
紙
、
白
色
紙
等
を
背
景
と
し
て
透
視
し
、
沈
積
物
及

び
浮
遊
物
質
の
有
無
を
含
め
て
検
査
す
る
こ
と
。
な
お
、
異
常
を
認
め

び
浮
遊
物
質
の
有
無
を
含
め
て
検
査
す
る
こ
と
。
な
お
、
異
常
を
認
め

た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
給
水
栓
の
水
、
水
槽
の
水
及
び
当

た
場
合
に
は
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
給
水
栓
の
水
、
水
槽
の
水
及
び
当

該
簡
易
専
用
水
道
に
給
水
さ
れ
る
直
前
の
水
道
水
に
つ
い
て
も
検
査
す

該
簡
易
専
用
水
道
に
給
水
さ
れ
る
直
前
の
水
道
水
に
つ
い
て
も
検
査
す

る
こ
と
。

る
こ
と
。

六
の
項
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
は
、
水
道
水
の
長
期
間
の
滞
留
、
水

六
の
項
に
係
る
検
査
に
つ
い
て
は
、
水
道
水
の
長
期
間
の
滞
留
、
水

槽
又
は
管
の
汚
れ
、
汚
水
の
混
入
に
よ
る
汚
染
等
に
よ
り
残
留
塩
素
が

槽
又
は
管
の
汚
れ
、
汚
水
の
混
入
に
よ
る
汚
染
等
に
よ
り
残
留
塩
素
が

消
費
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
検
出
さ
れ
な
い
場
合
に

消
費
さ
れ
る
こ
と
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
検
出
さ
れ
な
い
場
合
に

は
、
そ
の
原
因
の
究
明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
給

は
、
そ
の
原
因
の
究
明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
て
他
の
給

水
栓
の
水
、
水
槽
の
水
及
び
当
該
簡
易
専
用
水
道
に
給
水
さ
れ
る
直
前

水
栓
の
水
、
水
槽
の
水
及
び
当
該
簡
易
専
用
水
道
に
給
水
さ
れ
る
直
前

の
水
に
つ
い
て
も
検
査
す
る
こ
と
。

の
水
に
つ
い
て
も
検
査
す
る
こ
と
。



（
水
道
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
遊
離
残
留
塩
素
及
び
結
合
残
留
塩
素
の

検
査
方
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

水
道
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
遊
離
残
留
塩
素
及
び
結
合
残
留

塩
素
の
検
査
方
法
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

水
道
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定

水
道
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣

め
る
遊
離
残
留
塩
素
及
び
結
合
残
留
塩
素
の
検
査
方
法

が
定
め
る
遊
離
残
留
塩
素
及
び
結
合
残
留
塩
素
の
検
査
方
法

水
道
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
大
臣
が
定
め
る

水
道
法
施
行
規
則
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定

遊
離
残
留
塩
素
及
び
結
合
残
留
塩
素
の
検
査
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

め
る
遊
離
残
留
塩
素
及
び
結
合
残
留
塩
素
の
検
査
方
法
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ

項
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

る
事
項
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）



（
添
加
物
に
係
る
標
準
品
を
製
造
す
る
者
の
登
録
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

添
加
物
に
係
る
標
準
品
を
製
造
す
る
者
の
登
録
に
関
す
る
規
程
（
平
成
十
六
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百
十
九

号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
登
録
）

（
登
録
）

第
一
条

（
略
）

第
一
条

（
略
）

２

前
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

２

前
項
の
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

申
請
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

５

前
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

５

前
項
の
登
録
の
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
し
た
申
請
書
を
内
閣
総
理
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

６

（
略
）

６

（
略
）

（
登
録
の
基
準
等
）

（
登
録
の
基
準
等
）

第
二
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

第
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
規
定
に
よ
り

登
録
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。

登
録
を
申
請
し
た
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
登
録
申
請
者
」
と
い
う
。

）
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
標
準
品
製
造

）
が
次
に
掲
げ
る
要
件
の
す
べ
て
に
適
合
し
て
い
る
と
き
は
、
標
準
品
製
造

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
七

（
略
）

一
～
七

（
略
）

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
申
請
者
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
標
準
品
製
造
登
録
を
し
て
は
な
ら

と
き
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
標
準
品
製
造
登
録
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
登
録
の
公
示
等
）

（
登
録
の
公
示
等
）

第
三
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
標
準
品
製
造
登
録
を
し
た
と
き
は
、
登
録
製
造

第
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
標
準
品
製
造
登
録
を
し
た
と
き
は
、
登
録
製
造

機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
、
標
準
品
の
製
造
を
行
う
事
業
所
の
所
在

機
関
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
、
標
準
品
の
製
造
を
行
う
事
業
所
の
所
在

地
並
び
に
当
該
登
録
を
し
た
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

地
並
び
に
当
該
登
録
を
し
た
日
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



２

登
録
製
造
機
関
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
又
は
標
準
品
の
製

２

登
録
製
造
機
関
は
、
そ
の
氏
名
若
し
く
は
名
称
、
住
所
又
は
標
準
品
の
製

造
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う

造
を
行
う
事
業
所
の
所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
変
更
し
よ
う

と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け
出
な
け

と
す
る
日
の
二
週
間
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の

旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
業
務
規
程
）

（
業
務
規
程
）

第
五
条

登
録
製
造
機
関
は
、
製
造
業
務
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
業
務
規
程

第
五
条

登
録
製
造
機
関
は
、
製
造
業
務
に
関
す
る
規
程
（
以
下
「
業
務
規
程

」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
製
造
業
務
の
開
始
前
に
、
内
閣
総
理
大
臣
に
届
け

」
と
い
う
。
）
を
定
め
、
製
造
業
務
の
開
始
前
に
、
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す

る
。

る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
適
合
命
令
）

（
適
合
命
令
）

第
七
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
第
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず

第
七
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
第
二
条
第
一
項
各
号
の
い
ず

れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
製
造
機
関
に
対

れ
か
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
製
造
機
関
に
対

し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命

し
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
適
合
す
る
た
め
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
改
善
命
令
）

（
改
善
命
令
）

第
八
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て

第
八
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
第
四
条
の
規
定
に
違
反
し
て

い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
製
造
機
関
に
対
し
、
標
準
品
の
製
造
の

い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
登
録
製
造
機
関
に
対
し
、
標
準
品
の
製
造
の

方
法
そ
の
他
業
務
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

方
法
そ
の
他
業
務
の
改
善
に
関
し
必
要
な
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る

こ
と
が
で
き
る
。

こ
と
が
で
き
る
。

（
製
造
業
務
の
休
廃
止
）

（
製
造
業
務
の
休
廃
止
）

第
九
条

登
録
製
造
機
関
は
、
製
造
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は

第
九
条

登
録
製
造
機
関
は
、
製
造
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は

廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日

廃
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
そ
の
休
止
し
、
又
は
廃
止
し
よ
う
と
す
る
日

の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
内
閣
総
理

の
二
週
間
前
ま
で
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
届
出
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
登
録
の
取
消
し
等
）

（
登
録
の
取
消
し
等
）

第
十
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び

第
十
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
第
二
条
第
二
項
第
一
号
及
び

第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消

第
三
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消

す
も
の
と
す
る
。

す
も
の
と
す
る
。

２

内
閣
総
理
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
登
録
製
造
機
関
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
製
造
業
務
の
全

る
と
き
は
、
そ
の
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
製
造
業
務
の
全

部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

３

内
閣
総
理
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
前

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
を
取
り
消
し
、
又
は
前

項
の
規
定
に
よ
り
製
造
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き

項
の
規
定
に
よ
り
製
造
業
務
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
た
と
き

は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

は
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
の
徴
収
）

（
報
告
の
徴
収
）

第
十
二
条

内
閣
総
理
大
臣
は
、
製
造
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め

第
十
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
製
造
業
務
の
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め

必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
製
造
機
関
に
対
し
、
そ
の
製
造
業
務
の
状
況

必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
登
録
製
造
機
関
に
対
し
、
そ
の
製
造
業
務
の
状
況

に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
関
し
報
告
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。



（
食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

量
の
一
部
改
正
）

第
十
三
条

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
量
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お

そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
量

そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
量

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ

の
な
い
量
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
量
は
、
〇
・
〇
一

と
す
る
。

の
な
い
量
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
量
は
、
〇
・
〇
一

と
す
る
。

ppm

ppm



（
食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
物
質
の
一
部
改
正
）

第
十
四
条

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の

と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
物
質
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に

改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お

そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定

そ
れ
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定

め
る
物
質

め
る
物
質

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ

食
品
衛
生
法
第
十
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ

の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
物
質
は

の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
物
質
は

、
次
に
掲
げ
る
物
質
と
す
る
。

、
次
に
掲
げ
る
物
質
と
す
る
。

一
～
七
十
九

（
略
）

一
～
七
十
九

（
略
）



（
保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
薬
品
等
の
一
部
改
正
）

第
十
五
条

保
険
外
併
用
療
養
費
に
係
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
薬
品
等
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九
十

八
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

一
～
四
の
三

（
略
）

一
～
四
の
三

（
略
）

五

告
示
第
一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
薬
品

五

告
示
第
一
条
第
六
号
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医
薬
品

イ

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
四
条
第
十
五
項
（
同
法
第
十
九
条
の
二
第

イ

医
薬
品
医
療
機
器
等
法
第
十
四
条
第
十
五
項
（
同
法
第
十
九
条
の
二
第

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
事
項
（

五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
事
項
（

用
法
、
用
量
、
効
能
又
は
効
果
に
限
る
。
）
の
一
部
変
更
の
承
認
（
以
下

用
法
、
用
量
、
効
能
又
は
効
果
に
限
る
。
）
の
一
部
変
更
の
承
認
（
以
下

「
医
薬
品
一
部
変
更
承
認
」
と
い
う
。
）
の
申
請
（
申
請
書
に
添
付
し
な

「
医
薬
品
一
部
変
更
承
認
」
と
い
う
。
）
の
申
請
（
申
請
書
に
添
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
事
項
が
医
学
薬
学

け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
事
項
が
医
学
薬
学

上
公
知
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
資
料
の
添
付
を
必
要
と
し
な

上
公
知
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
資
料
の
添
付
を
必
要
と
し
な

い
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
依
頼
し
て
実
施
さ
れ

い
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
依
頼
し
て
実
施
さ
れ

た
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
の
添
付
を
省
略
し
て
行
わ
れ
る

た
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
の
添
付
を
省
略
し
て
行
わ
れ
る

も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
薬
事

も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
薬
事

審
議
会
（
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
十

・
食
品
衛
生
審
議
会
（
厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十

一
条
に
規
定
す
る
薬
事
審
議
会
を
い
う
。
第
七
号
の
二
イ
及
び
第
七
号
の

七
号
）
第
十
一
条
に
規
定
す
る
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
を
い
う
。
第
七

五
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
事
前
の
評
価
を
開
始
し
た
医
薬
品
（
当
該
評

号
の
二
イ
及
び
第
七
号
の
五
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
が
事
前
の
評
価
を
開

価
が
終
了
し
た
も
の
を
除
く
。
）

始
し
た
医
薬
品
（
当
該
評
価
が
終
了
し
た
も
の
を
除
く
。
）

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

六
・
七

（
略
）

六
・
七

（
略
）

七
の
二

告
示
第
一
条
第
七
号
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医

七
の
二

告
示
第
一
条
第
七
号
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
医

療
機
器

療
機
器

イ

保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
、
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

イ

保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
医
療
機
器
で
あ
っ
て
、
医
薬
品
医
療
機
器
等
法

第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
（
同
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五

第
二
十
三
条
の
二
の
五
第
十
五
項
（
同
法
第
二
十
三
条
の
二
の
十
七
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
事
項
（
使

項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
事
項
（
使

用
目
的
、
効
果
又
は
使
用
方
法
に
限
る
。
）
の
一
部
変
更
の
承
認
（
以
下

用
目
的
、
効
果
又
は
使
用
方
法
に
限
る
。
）
の
一
部
変
更
の
承
認
（
以
下

「
医
療
機
器
一
部
変
更
承
認
」
と
い
う
。
）
の
申
請
（
申
請
書
に
添
付
し

「
医
療
機
器
一
部
変
更
承
認
」
と
い
う
。
）
の
申
請
（
申
請
書
に
添
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
事
項
が
医
学
薬

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
に
つ
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
事
項
が
医
学
薬

学
上
公
知
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
資
料
の
添
付
を
必
要
と
し

学
上
公
知
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ
の
他
資
料
の
添
付
を
必
要
と
し

な
い
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
依
頼
し
て
実
施
さ

な
い
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
依
頼
し
て
実
施
さ



れ
た
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
の
添
付
を
省
略
し
て
行
わ
れ

れ
た
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資
料
の
添
付
を
省
略
し
て
行
わ
れ

る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
薬

る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
薬

事
審
議
会
が
事
前
の
評
価
を
開
始
し
た
も
の

事
・
食
品
衛
生
審
議
会
が
事
前
の
評
価
を
開
始
し
た
も
の

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

七
の
三
・
七
の
四

（
略
）

七
の
三
・
七
の
四

（
略
）

七
の
五

告
示
第
一
条
第
七
号
の
二
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

七
の
五

告
示
第
一
条
第
七
号
の
二
に
規
定
す
る
別
に
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め

る
再
生
医
療
等
製
品

る
再
生
医
療
等
製
品

イ

保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
再
生
医
療
等
製
品
で
あ
っ
て
、
医
薬
品
医
療
機

イ

保
険
適
用
さ
れ
て
い
る
再
生
医
療
等
製
品
で
あ
っ
て
、
医
薬
品
医
療
機

器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
十
一
項
（
同
法
第
二
十
三
条
の
三
十
七

器
等
法
第
二
十
三
条
の
二
十
五
第
十
一
項
（
同
法
第
二
十
三
条
の
三
十
七

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
事
項

第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
承
認
事
項

（
用
法
、
用
量
、
使
用
方
法
、
効
能
、
効
果
又
は
性
能
に
限
る
。
）
の
一

（
用
法
、
用
量
、
使
用
方
法
、
効
能
、
効
果
又
は
性
能
に
限
る
。
）
の
一

部
変
更
の
承
認
（
以
下
「
再
生
医
療
等
製
品
一
部
変
更
承
認
」
と
い
う
。

部
変
更
の
承
認
（
以
下
「
再
生
医
療
等
製
品
一
部
変
更
承
認
」
と
い
う
。

）
の
申
請
（
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
に
つ
い
て
、
当

）
の
申
請
（
申
請
書
に
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
資
料
に
つ
い
て
、
当

該
申
請
に
係
る
事
項
が
医
学
薬
学
上
公
知
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ

該
申
請
に
係
る
事
項
が
医
学
薬
学
上
公
知
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
そ

の
他
資
料
の
添
付
を
必
要
と
し
な
い
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

の
他
資
料
の
添
付
を
必
要
と
し
な
い
合
理
的
理
由
が
あ
る
場
合
に
お
い
て

、
申
請
者
が
依
頼
し
て
実
施
さ
れ
た
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資

、
申
請
者
が
依
頼
し
て
実
施
さ
れ
た
臨
床
試
験
の
試
験
成
績
に
関
す
る
資

料
の
添
付
を
省
略
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
適
当

料
の
添
付
を
省
略
し
て
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
）
を
行
う
こ
と
が
適
当

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
薬
事
審
議
会
が
事
前
の
評
価
を
開
始
し
た
も

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
が
事
前
の
評
価
を

の

開
始
し
た
も
の

ロ

（
略
）

ロ

（
略
）

七
の
六
～
十
一

（
略
）

七
の
六
～
十
一

（
略
）



（
都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一
部
改
正
）

第
十
六
条

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等
の
交
付
に
関
す
る
事
務
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
七
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

表
中
（
項
）
生
活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
対
策
費
（
目
）
生
活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
金
（
都
道
府
県
に
係
る
も
の
を
除

く
。
）
の
項
、
（
項
）
水
道
施
設
整
備
費
（
目
）
水
道
施
設
整
備
費
補
助
（
目
細
）
簡
易
水
道
等
施
設
整
備
費
補
助
及
び

（
目
細
）
水
道
水
源
開
発
等
施
設
整
備
費
補
助
（
都
府
県
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
、
（
項
）
水
道
施
設
災
害
復
旧
事

業
費
（
目
）
水
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
（
目
細
）
簡
易
水
道
等
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
（
都
道
府
県
に
係
る
も
の
を

除
く
。
）
及
び
（
目
細
）
水
道
水
源
開
発
等
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
（
都
道
府
県
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
、
（
項
）

東
日
本
大
震
災
復
旧
・
復
興
水
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
（
目
）
水
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
（
目
細
）
簡
易
水
道
等

施
設
災
害
復
旧
費
補
助
及
び
（
目
細
）
水
道
水
源
開
発
等
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
（
県
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
並
び
に

（
項
）
東
日
本
大
震
災
災
害
復
旧
等
事
業
費
（
目
）
水
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
（
目
細
）
簡
易
水
道
等
施
設
災
害
復

旧
費
補
助
及
び
（
目
細
）
水
道
水
源
開
発
等
施
設
災
害
復
旧
費
補
助
（
県
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
、
（
項
）
北
海
道

開
発
事
業
費
（
目
）
水
道
施
設
整
備
費
補
助
（
目
細
）
簡
易
水
道
等
施
設
整
備
費
補
助
及
び
（
目
細
）
水
道
水
源
開
発
等
施



設
整
備
費
補
助
（
北
海
道
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
の
項
、
（
項
）
沖
縄
開
発
事
業
費
（
目
）
水
道
施
設
整
備
費
補
助
（
目

細
）
簡
易
水
道
等
施
設
整
備
費
補
助
の
項
並
び
に
（
項
）
離
島
振
興
事
業
費
（
目
）
水
道
施
設
整
備
費
補
助
の
項
を
削
る
。



（
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
の
一
部
改
正
）

第
十
七
条

補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示

第
三
百
八
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
中
「
水
道
施
設
整
備
費
補
助
」
、
「
水
道
水
源
開
発
施
設
整
備
費
補
助
」
、
「
水
道
施
設
災
害
復
旧
事
業
費
補
助
」

及
び
「
生
活
基
盤
施
設
耐
震
化
等
交
付
金
」
を
削
る
。



（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に

関
す
る
告
示
の
一
部
改
正
）

第
十
八
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施

行
等
に
関
す
る
告
示
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
令
第
一
条
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
医
療
機
関
及
び
そ
の
施
設
）

（
令
第
二
条
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
医
療
機
関
及
び
そ
の
施
設
）

第
五
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に

第
五
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に

関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
次
項
に

関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に
関
す
る
政
令
（
次
項
に

お
い
て
「
令
」
と
い
う
。
）
第
一
条
の
表
上
欄
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

お
い
て
「
令
」
と
い
う
。
）
第
二
条
の
表
上
欄
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る

医
療
機
関
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の

医
療
機
関
は
、
医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の

四
第
二
項
第
五
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
そ

四
第
二
項
第
五
号
イ
か
ら
ホ
ま
で
に
掲
げ
る
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
そ

の
他
の
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
災
害
復
旧
の
必
要
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら

の
他
の
医
療
機
関
で
あ
っ
て
、
災
害
復
旧
の
必
要
性
が
特
に
高
い
と
認
め
ら

れ
る
も
の
と
す
る
。

れ
る
も
の
と
す
る
。

２

令
第
一
条
の
表
下
欄
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
施
設
は
、
前
項
に
規
定

２

令
第
二
条
の
表
下
欄
の
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
施
設
は
、
前
項
に
規
定

す
る
医
療
機
関
の
有
す
る
施
設
の
う
ち
、
災
害
復
旧
の
必
要
性
が
特
に
高
い

す
る
医
療
機
関
の
有
す
る
施
設
の
う
ち
、
災
害
復
旧
の
必
要
性
が
特
に
高
い

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。

と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。



（
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
放
射
性
物
質
の
一
部
改
正
）

第
十
九
条

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
放
射
性
物
質
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表

の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
放
射
性
物
質

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
放
射
性
物
質

乳
及
び
乳
製
品
の
成
分
規
格
等
に
関
す
る
命
令
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令

乳
及
び
乳
製
品
の
成
分
規
格
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
二
十
六
年
厚
生
省
令

第
五
十
二
号
。
以
下
「
乳
等
命
令
」
と
い
う
。
）
別
表
の
二
の
㈠
の
⑴
の
規
定

第
五
十
二
号
。
以
下
「
乳
等
省
令
」
と
い
う
。
）
別
表
の
二
の
㈠
の
⑴
の
規
定

に
基
づ
き
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
放
射
性
物
質
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
乳

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
放
射
性
物
質
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
乳

等
（
乳
等
命
令
第
一
条
に
規
定
す
る
乳
等
を
い
う
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

等
（
乳
等
省
令
第
一
条
に
規
定
す
る
乳
等
を
い
う
。
）
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
濃
度
を
超
え
る
セ
シ
ウ
ム
（
放
射
性
物
質
の
う
ち
、

ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
濃
度
を
超
え
る
セ
シ
ウ
ム
（
放
射
性
物
質
の
う
ち
、

セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
及
び
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
す

セ
シ
ウ
ム
百
三
十
四
及
び
セ
シ
ウ
ム
百
三
十
七
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
と
す

る
。

る
。

一

乳
等
命
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
（
以
下
「
乳
」
と
い
う
。
）
及

一

乳
等
省
令
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
乳
（
以
下
「
乳
」
と
い
う
。
）
及

び
同
条
第
四
十
二
項
に
規
定
す
る
乳
飲
料
（
以
下
「
乳
飲
料
」
と
い
う
。
）

び
同
条
第
四
十
項
に
規
定
す
る
乳
飲
料
（
以
下
「
乳
飲
料
」
と
い
う
。
）

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
十
ベ
ク
レ
ル

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
当
た
り
五
十
ベ
ク
レ
ル

二

乳
児
の
飲
食
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
販
売
す
る
乳
等
命
令
第
二
条

二

乳
児
の
飲
食
に
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
販
売
す
る
乳
等
省
令
第
二
条

第
十
三
項
に
規
定
す
る
乳
製
品
（
以
下
「
乳
製
品
」
と
い
う
。
）
（
乳
飲
料

第
十
二
項
に
規
定
す
る
乳
製
品
（
以
下
「
乳
製
品
」
と
い
う
。
）
（
乳
飲
料

を
除
く
。
）
並
び
に
乳
及
び
乳
製
品
を
主
要
原
料
と
す
る
食
品

一
キ
ロ
グ

を
除
く
。
）
並
び
に
乳
及
び
乳
製
品
を
主
要
原
料
と
す
る
食
品

一
キ
ロ
グ

ラ
ム
当
た
り
五
十
ベ
ク
レ
ル

ラ
ム
当
た
り
五
十
ベ
ク
レ
ル

三

（
略
）

三

（
略
）



（
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
の
一
部
改
正
）

第
二
十
条

厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
療
養
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
第
一
項
第
五
号
の
規

定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
別
に
定
め
る
者
（
平
成
二
十
四
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

別
表
１
の
項
中
「
薬
事
・
食
品
衛
生
審
議
会
（
」
の
下
に
「
生
活
衛
生
等
関
係
行
政
の
機
能
強
化
の
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
五
年
法
律
第
三
十
六
号
）
第
十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
」
を
加
え
る
。



（
食
品
衛
生
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
成
分
等
の
一
部
改
正
）

第
二
十
一
条

食
品
衛
生
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
成
分
等
（
令
和
二
年
厚
生
労

働
省
告
示
第
百
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

食
品
衛
生
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
及
び
内

食
品
衛
生
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定

閣
総
理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
成
分
等

す
る
指
定
成
分
等

食
品
衛
生
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
及
び
内
閣
総

食
品
衛
生
法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る

理
大
臣
が
指
定
す
る
指
定
成
分
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

指
定
成
分
等
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）



（
食
品
衛
生
法
第
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣

が
定
め
る
量
の
一
部
改
正
）

第
二
十
二
条

食
品
衛
生
法
第
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
厚
生

労
働
大
臣
が
定
め
る
量
（
令
和
二
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
九
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。



（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

食
品
衛
生
法
第
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を

食
品
衛
生
法
第
十
八
条
第
三
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を

損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
定
め
る
量

損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
量

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
十
八
条
第
三
項

食
品
衛
生
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
三
十
三
号
）
第
十
八
条
第
三
項

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
内
閣

た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
人
の
健
康
を
損
な
う
お
そ
れ
の
な
い
量
と
し
て
厚
生

総
理
大
臣
が
定
め
る
量
は
、
食
品
中
濃
度
と
し
て

／

と
す
る
。

労
働
大
臣
が
定
め
る
量
は
、
食
品
中
濃
度
と
し
て

／

と
す
る
。

0.01
mg

kg

0.01
mg

kg



附

則

（
適
用
期
日
）

第
一
条

こ
の
告
示
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
告
示
の
適
用
前
に
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
告
示
の
規
定
に
よ
り
厚
生
労
働
大
臣
が
行
っ
た
行

為
は
、
こ
の
告
示
の
適
用
後
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
告
示
の
相
当
規
定
に
よ
り
相
当
の
国
の
機
関
が

し
た
行
為
と
み
な
す
。

第
三
条

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に

よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
四
条

第
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
無
利
子
貸
付
金
に
係
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処

分
制
限
期
間
の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
無
利
子
貸
付
金
に
係
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
か
ら
適



用
し
、
令
和
五
年
度
以
前
の
年
度
の
無
利
子
貸
付
金
に
係
る
事
業
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
に
つ
い
て

は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

第
五
条

第
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
の
処
分
制
限
期
間

の
規
定
は
、
令
和
六
年
度
予
算
に
係
る
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
か
ら
適
用
し
、
令
和
五

年
度
以
前
の
年
度
の
予
算
に
係
る
補
助
事
業
等
に
よ
り
取
得
し
、
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。




